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フ
ラ
ン
ス 

学
生
、
労
組
の
強
い
反
発
で

Ｃ
Ｐ
Ｅ
廃
案
〜
新
雇
用
促
進

法
導
入
へ 

  シ
ラ
ク
大
統
領
は
、
二
〇
〇
六
年

四
月
一
〇
日
、
既
に
公
布
さ
れ
た
「
機

会
均
等
法
」
の
一
条
項
で
あ
る
「
初

回
雇
用
契
約
（C

ontrat Prem
i

｀

ere 
Em
bauche=

Ｃ
Ｐ
Ｅ
）
」
を
撤
廃
し
、

新
た
な
雇
用
促
進
策
の
導
入
を
め
ざ

す
こ
と
を
発
表
し
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｅ
は
、

同
年
一
月
一
六
日
、
雇
用
創
出
を
優

先
課
題
に
掲
げ
る
ド
・
ヴ
ィ
ル
パ
ン

首
相
が
、
新
た
な
雇
用
促
進
政
策
の

一
つ
と
し
て
発
表
し
た
も
の
で
、
依

然
と
し
て
高
い
失
業
率
が
続
く
若
年

者
（
一
六
〜
二
五
歳
）（
注
１
）
の
雇

用
促
進
を
目
的
と
す
る
。
二
六
歳
未

満
の
雇
用
に
つ
い
て
二
年
間
の
試
用

期
間
を
設
け
、
こ
の
間
は
理
由
な
し

の
解
雇
で
あ
っ
て
も
可
能
と
す
る
こ

と
で
採
用
数
を
増
や
す
の
が
狙
い
。

同
首
相
は
「
雇
用
の
た
め
の
闘
い
の

第
二
ス
テ
ー
ジ
」
と
し
て
、
効
果
へ

の
期
待
を
強
調
し
て
い
た
。 

　
し
か
し
、
Ｃ
Ｐ
Ｅ
導
入
は
雇
用
の

不
安
定
化
に
つ
な
が
る
と
し
て
学
生

お
よ
び
労
組
ら
が
強
く
反
発
。
若
者

を
中
心
に
抗
議
運
動
が
全
国
的
に
広

が
る
な
か
で
の
法
案
成
立
と
な
っ
た
。

政
府
の
半
ば
強
引
な
決
定
に
、
若
者

ら
の
抗
議
の
声
は
さ
ら
に
広
が
り
、

大
規
模
な
デ
モ
が
続
い
た
。
こ
う
し

た
な
か
シ
ラ
ク
大
統
領
は
、
三
月
三

一
日
、
学
生
団
体
ら
が
反
発
す
る
同

法
の
部
分
修
正
を
命
じ
た
う
え
で
、

同
法
へ
の
署
名
、
公
布
を
表
明
し
た
。 

　
し
か
し
、
学
生
・
労
組
は
あ
く
ま

で
も
「
Ｃ
Ｐ
Ｅ
の
完
全
撤
廃
」
を
強

く
要
求
。
こ
れ
を
受
け
て
、
シ
ラ
ク

大
統
領
及
び
ド
・
ヴ
ィ
ル
パ
ン
首
相

は
、
Ｃ
Ｐ
Ｅ
の
事
実
上
の
撤
回
を
表

明
。
四
月
一
三
日
に
は
、
労
組
な
ど

か
ら
の
意
見
を
聞
い
て
い
た
与
党
の

国
民
運
動
（
Ｕ
Ｍ
Ｐ
）
が
、
新
た
な

機
会
均
等
法
を
提
出
。
上
下
両
院
議

会
で
ス
ピ
ー
と
可
決
さ
れ
、
お
よ
そ

三
カ
月
に
も
お
よ
ん
だ
Ｃ
Ｐ
Ｅ
を
め

ぐ
る
仏
社
会
の
混
乱
は
、
よ
う
や
く

収
束
す
る
気
配
を
み
せ
た
。 
  

初
回
雇
用
契
約
（
Ｃ
Ｐ
Ｅ
） 

　
二
六
歳
未
満
の
若
者
を
対
象
と
し

た
新
し
い
タ
イ
プ
の
期
間
の
定
め
の

な
い
雇
用
契
約（
注
２
）。
二
六
歳

未
満
の
若
者
を
採
用
し
た
場
合
、

最
初
の
二
年
間
は
一
五
日
以
上
前

に
予
告
さ
え
行
え
ば
、
企
業
は
い

つ
で
も
解
雇
理
由
の
説
明
な
し
に

自
由
に
解
雇
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

従
業
員
数
二
〇
人
以
上
の
す
べ
て

の
企
業
に
お
い
て
実
行
可
能
。
ド
・

ヴ
ィ
ル
パ
ン
首
相
は
、
「
解
雇
が
容

易
に
な
る
た
め
に
、
企
業
は
積
極
的

に
若
年
者
を
採
用
す
る
」
と
主
張
し

て
い
た
。 

　
同
法
に
よ
る
と
、
採
用
か
ら
最
初

の
二
年
間
は
、
若
年
労
働
者
の
育
成

強
化
を
目
的
と
し
て
、
企
業
内
外
で

研
修
や
職
業
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
面
で
は
、
若
年
者
が
個
人
的
な

職
業
訓
練
を
受
け
る
権
利
を
「
就
職

後
一
カ
月
」
で
付
与
す
る
と
い
う
優

遇
措
置
が
盛
り
込
ま
れ
た（
注
３
）。

若
年
者
へ
の
「
人
的
投
資
促
進
」
が

狙
い
。 

　
給
与
は
、
他
の
雇
用
契
約
と
同
様

に
支
払
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
他
の

期
限
の
定
め
の
な
い
雇
用
契
約
（
Ｃ

Ｄ
Ｉ
）
を
締
結
し
て
採
用
さ
れ
た
若

者
よ
り
賃
金
が
低
く
な
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
。
ま
た
、
Ｃ
Ｐ
Ｅ
契
約
に

よ
り
就
労
し
て
い
た
若
者
が
、
実
働

四
カ
月
後
に
解
雇
さ
れ
た
場
合
、
月

四
六
〇
ユ
ー
ロ
の
失
業
給
付
が
国
か

ら
支
給
さ
れ
る
。
期
間
は
二
カ
月
間
。 

　
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｐ
Ｅ
の
場
合
は
敷
金

の
分
割
払
い
や
連
帯
保
証
人
無
し
で
、

住
居
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
。
家

賃
が
不
払
い
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

一
八
カ
月
を
限
度
に
借
り
主
に
代
わ

っ
て
家
賃
が
支
払
わ
れ
る
ロ
カ
パ
ス

（
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
）
と
い
う
シ

ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る（
注
４
）。 

 

政
府
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｅ
は
若
年
者
を
「
よ

り
早
く
、
よ
り
確
実
に
」
安
定
し
た

職
に
就
く
こ
と
を
め
ざ
す
も
の
で
あ

る
と
し
、
Ｃ
Ｐ
Ｅ
を
通
じ
て
、
多
く

の
若
者
が
「
職
・
住
」
だ
け
で
な
く
、

「
生
活
そ
の
も
の
」
の
安
定
を
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
て

い
た
。 

  

各
方
面
の
反
応
と
法
案
審
議 

　
こ
う
し
た
政
府
の
主
張
に
対
し
、

労
働
組
合
や
野
党
だ
け
で
な
く
、
与

党
の
一
角
を
占
め
る
中
道
政
党
Ｕ
Ｄ

Ｆ
（
フ
ラ
ン
ス
民
主
主
義
連
合
）
や

高
校
生
、
大
学
生
な
ど
が
「
雇
用
を

不
安
定
化
さ
せ
る
も
の
」
と
強
く
反

発
。
抗
議
運
動
は
、
全
国
各
都
市
に

広
が
っ
た
。 

　
フ
ラ
ン
ス
民
主
労
働
同
盟
（
Ｃ
Ｆ

Ｄ
Ｔ
）
は
、
「
若
年
者
層
に
お
け
る

雇
用
の
安
定
化
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
新

た
な
制
度
は
、
雇
用
主
に
い
つ
で
も

若
者
を
解
雇
す
る
権
利
を
与
え
て
い

る
」
と
主
張
。
「
ド
・
ヴ
ィ
ル
パ
ン

首
相
は
、
若
年
者
に
お
け
る
雇
用
の

不
安
定
さ
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
る
選

択
を
し
た
」
と
強
く
非
難
し
た
。
労

働
者
の
力
（
Ｆ
Ｏ
）
は
、
「
二
六
歳

未
満
の
若
者
が
、
新
た
な
差
別
に
直

面
し
て
い
る
」
と
し
、
労
働
総
同
盟

（
Ｃ
Ｇ
Ｔ
）
は
、
「
労
働
に
関
す
る

権
利
の
大
き
な
後
退
」
と
い
う
見
解

を
示
し
た
。 

　
社
会
党
の
オ
ラ
ン
ド
党
首
は
、
「
労

働
権
の
破
壊
の
第
一
歩
」
と
断
じ
、

同
政
策
を
撤
回
さ
せ
る
た
め
に
、
「
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
、
強
く
反
対

す
る
」
と
宣
言
。
Ｕ
Ｄ
Ｆ
は
、
「
こ

の
契
約
に
お
け
る
最
初
の
二
年
間
は

非
常
に
不
安
定
で
あ
り
、
と
て
も
良

い
提
案
と
は
言
い
難
い
」
と
し
、
反

対
す
る
立
場
を
表
明
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
高
校
生
や
大
学
生
の
組

合
は
、
こ
の
政
策
を
「
若
者
の
雇
用

を
不
安
定
で
不
確
実
に
す
る
も
の
」

で
あ
る
と
し
て
、
一
月
末
か
ら
断
続

的
に
デ
モ
行
進
な
ど
抗
議
運
動
を
展

開
。
Ｃ
Ｐ
Ｅ
を
「（
若
者
）使
い
捨
て

採
用
契
約C

ontrat Poubelle E
m
-

bauche

」
と
表
現
す
る
声
も
あ
が

っ
た
。 

　
二
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
、

レ
・
ゼ
コ
ー
誌
が
一
五
歳
以
上
の
一

五
〇
〇
人
に
対
し
て
実
施
し
た
世
論

調
査
（
電
話
調
査
）
に
よ
る
と
、
「
Ｃ

Ｐ
Ｅ
に
よ
り
、
不
安
定
な
雇
用
状
態

の
若
年
者
が
増
加
す
る
」
と
考
え
て

い
る
国
民
は
、
六
〇
％
に
の
ぼ
っ
た
。

最
大
の
理
由
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｅ
の
「
最
初

の
二
年
間
は
容
易
に
解
雇
で
き
る
」

と
い
う
部
分
。
一
方
、
「
不
安
定
な

雇
用
状
態
の
若
者
が
減
少
す
る
」
と

考
え
て
い
る
国
民
は
三
五
％
。
研
修

や
派
遣
、
有
期
雇
用
契
約
な
ど
で
就

業
し
て
い
る
若
年
者
が
、
Ｃ
Ｐ
Ｅ
に

よ
り
期
限
の
定
め
の
な
い
雇
用
契
約

と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
と
考
え
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
な
か
、
一
月
三
一
日
、

Ｃ
Ｐ
Ｅ
導
入
を
盛
り
込
ん
だ
「
機
会

均
等
法
案
」
の
審
議
が
開
始
。
野
党

は
、
こ
の
Ｃ
Ｐ
Ｅ
に
強
く
反
対
し
た

が
、
政
府
は
「
緊
急
性
が
あ
り
、
一

刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
」
と
し
て
、
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二
月
九
日
、
国
民
議
会
（
下
院
）
で

同
法
案
を
強
行
に
通
過
さ
せ
た
。
そ

の
後
も
組
合
や
大
学
生
、
高
校
生
の

組
織
が
デ
モ
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、

全
国
的
な
抗
議
運
動
が
続
い
た
が
、

三
月
九
日
、
同
法
案
は
上
院
で
可
決

さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
学
生
や

労
組
ら
の
抗
議
運
動
は
さ
ら
に
拡
大
。

Ｃ
Ｐ
Ｅ
の
撤
回
を
求
め
る
大
規
模
な

デ
モ
が
続
い
た
。 

　
野
党
・
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
）
は
、
憲

法
会
議
に
Ｃ
Ｐ
Ｅ
導
入
の
違
憲
性
の

審
査
を
申
請
。
三
月
三
〇
日
、
憲
法

会
議
は
「
Ｃ
Ｐ
Ｅ
は
合
憲
」
と
の
判

断
を
下
し
た
。
こ
の
判
断
を
受
け
、

同
法
は
大
統
領
の
署
名
・
公
布
を
待

つ
の
み
と
な
っ
た
が
、
若
者
ら
の
強

い
抗
議
を
配
慮
し
、
シ
ラ
ク
大
統
領

は
、
内
容
を
一
部
修
正
し
た
う
え
で

同
法
に
署
名
す
る
こ
と
を
表
明
。
し

か
し
、
学
生
・
労
組
の
反
発
は
収
ま

ら
ず
、
最
終
的
に
「
Ｃ
Ｐ
Ｅ
撤
回
」

と
い
う
答
え
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
こ
れ
ま
で
の
政
府
の
半
ば
強
引
な

決
定
に
対
す
る
国
民
の
不
満
は
、
ド
・

ヴ
ィ
ル
パ
ン
内
閣
の
支
持
率
急
落
と

い
う
か
た
ち
で
表
れ
て
い
る（
注
５
）。

今
回
の
Ｃ
Ｐ
Ｅ
導
入
を
め
ぐ
っ
て
は
、

雇
用
促
進
を
優
先
課
題
と
し
て
掲
げ

て
き
た
同
内
閣
の
勝
負
ど
こ
ろ
と
い

わ
れ
て
い
た
。
ド
・
ヴ
ィ
ル
パ
ン
首

相
の
「
雇
用
の
た
め
の
闘
い
」
の
第

二
ス
テ
ー
ジ
は
、
厳
し
い
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
た
。 

【
注
】 

１
．
二
〇
〇
一
年
よ
り
上
昇
傾
向
が

続
き
一
〇
％
前
後
を
推
移
し
て
い

た
失
業
率
は
、
ド
・
ヴ
ィ
ル
パ
ン

内
閣
発
足
（
〇
五
年
六
月
）
後
、

低
下
傾
向
に
あ
り
〇
六
年
一
月
に

は
九
・
六
％
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
定
義
に

よ
る
）
に
ま
で
低
下
し
た
。
し
か

し
、
二
五
歳
未
満
の
失
業
率
は
二

二
・
八
％
（
〇
六
年
一
月
）
と
依

然
と
し
て
高
く
、
ド
・
ヴ
ィ
ル
パ

ン
首
相
は
、
「
欧
州
の
な
か
で
も
、

も
っ
と
も
高
い
失
業
率
」
と
し
、

若
年
者
の
失
業
対
策
の
緊
急
性
を

強
調
し
て
い
た
。 

２
．
フ
ラ
ン
ス
の
雇
用
契
約
は
一
般

的
に
、
「
期
間
の
定
め
の
な
い
雇

用
契
約（
Ｃ
Ｄ
Ｉ
＝D

es contrats 
｀

a dur
｀

ee indeterm
in

｀

ee

）」
と
「
有

期
雇
用
契
約（
Ｃ
Ｄ
Ｄ
＝D

es con-
trats dur

｀

ee determ
ine

｀

ee

）」
に

わ
か
れ
る
。 

　
Ｃ
Ｄ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
〇
五
年
八

月
に
も
新
し
い
タ
イ
プ
の
Ｃ
Ｄ
Ｉ

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

Ｃ
Ｎ
Ｅ（C

ontrat nouvelle em
-

bauche

）と
呼
ば
れ
、
今
回
の
Ｃ

Ｐ
Ｅ
と
か
な
り
類
似
し
て
い
る
。

大
き
な
違
い
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｅ
は
①
年

齢
制
限
つ
き（
二
六
歳
未
満
）、
②

従
業
員
数
二
〇
人
以
上
の
企
業
に

適
用
さ
れ
る
―
―
の
二
点
で
あ
る
。

な
お
、
Ｃ
Ｎ
Ｅ
（
新
し
い
タ
イ
プ

の
「
期
間
の
定
め
の
な
い
雇
用
契

約
（
Ｃ
Ｄ
Ｉ
）
」）
に
つ
い
て
は
、

当
機
構
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
し
て
い
る
の

で
参
照
さ
れ
た
い（http://w

w
w
. 

jil.go.jp/foreign/jihou/2005_9 
/france_01.htm

）。 

３
．
通
常
は
、
就
職
後
一
年
を
過
ぎ

た
者
の
な
か
か
ら
、
勤
続
年
数
の

長
い
順
に
そ
の
権
利
を
行
使
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

４
．
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
住
居
を
借
り

る
際
、
一
般
的
に
家
賃
の
五
倍
以

上
の
所
得
を
有
す
る
も
の
を
連
帯

保
証
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
。
両
親
で
あ
っ
て
も
低
所

得
者
で
あ
れ
ば
連
帯
保
証
人
に
な

れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
な

い
。
最
近
で
は
、
家
賃
の
高
騰
な

ど
住
宅
事
情
は
悪
化
し
て
お
り
、

敷
金
の
支
払
い
や
連
帯
保
証
人
を

た
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス

が
増
加
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
際

の
連
帯
保
証
人
の
か
わ
り
に
な
る

の
が
、
ロ
カ
パ
ス
と
い
う
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。 

５
．
内
閣
支
持
率
は
、
〇
六
年
三
月

初
旬
、
政
権
発
足
以
来
最
低
の
三

七
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
（
リ
ベ

ラ
シ
オ
ン
紙
）。 

 

（
国
際
研
究
部
　
町
田
敦
子
） 

 

 

ド
イ
ツ 

ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
し
た

ド
イ
ツ
二
大
労
組
の
動
き 

  

ド
イ
ツ
の
公
共
部
門
労
働
者
が
二

月
初
旬
に
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
り
、
三

月
二
一
日
現
在
で
六
週
間
を
経
過
し

て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
解
決
の
糸

口
は
見
え
て
い
な
い
。
こ
の
ス
ト
の

争
点
は
、
主
に
使
用
者
側
の
労
働
時

間
延
長
の
提
起
と
そ
れ
に
対
す
る
公

共
サ
ー
ビ
ス
労
組
のV

er.di

（
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
）
な
ど
の
反
発
に
あ
る
。
一

方
、
金
属
産
業
で
も
、
こ
れ
ま
で
の

賃
金
協
約
の
有
効
期
間
が
二
月
末
で

き
れ
、
金
属
産
業
労
組
（
Ｉ
Ｇ
メ
タ

ル
）
が
五
％
の
賃
上
げ
要
求
を
掲
げ

て
使
用
者
団
体
と
交
渉
を
始
め
て
い

る
。
こ
の
二
大
労
組
の
姿
勢
に
は
、

産
業
分
野
を
問
わ
な
い
労
働
時
間
延

長
と
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
化
、
企
業
の
競

争
条
件
の
激
化
な
ど
が
あ
る
。 

  

公
共
部
門
労
働
者
の
大
規
模
ス
ト 

　
ス
ト
は
ま
ず
、
二
月
六
日
に
バ
ー

デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
公

共
労
働
者
か
ら
始
ま
っ
た
。
公
共
サ

ー
ビ
ス
労
組
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
は
こ
の
段

階
で
「
何
週
間
に
も
わ
た
る
」
ス
ト

の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
ド
イ

ツ
で
は
、
公
共
労
働
者
の
大
規
模
ス

ト
は
一
四
年
ぶ
り
と
な
る
。
そ
の
後
、

同
月
一
三
日
に
は
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク

セ
ン
、
バ
イ
エ
ル
ン
な
ど
九
つ
の
州

に
ス
ト
が
拡
大
し
、
期
間
も
長
期
化

す
る
様
相
を
深
め
た
。
対
象
職
場
は
、

託
児
所
の
ほ
か
、
ご
み
収
集
、
病
院
・

医
院
な
ど
。 

　
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
は
、
経
営
者
側
か
ら

提
起
さ
れ
て
い
る
地
方
自
治
体
労
働

者
の
週
四
〇
時
間
労
働
制
実
施
に
対

し
て
反
発
し
、
現
行
の
週
三
八
・
五

時
間
の
維
持
を
求
め
て
い
る
。
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
関
係
者
は
、
「
週
四
〇
時
間

制
に
な
れ
ば
多
く
の
若
年
層
が
職
を

失
っ
た
ま
ま
に
な
る
。
良
く
な
い
事

態
だ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る（『
シ

ュ
ピ
ー
ゲ
ル
』
電
子
版
二
月
七
日
付
）。 

　
三
月
二
一
日
現
在
、
ス
ト
解
決
の

糸
口
は
ま
だ
見
え
て
い
な
い
。
ス
ト

が
最
初
に
展
開
さ
れ
た
バ
ー
デ
ン
・

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
で
は
、
前
日

の
二
〇
日
に
ス
ト
収
束
の
た
め
の
調

停
プ
ロ
セ
ス
が
不
調
に
終
わ
っ
た
の

を
受
け
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
は
「
労
働
争

議
の
速
や
か
な
終
結
は
予
期
で
き
な

い
」
と
の
立
場
を
示
し
た
。
ロ
イ
タ

ー
の
電
子
版
記
事（
三
月
二
一
日
付
）

に
よ
る
と
、
使
用
者
側
は
当
初
提
起

し
た
週
四
〇
時
間
労
働
か
ら
、
「
三

九
時
間
余
り
」
ま
で
歩
み
寄
り
の
用

意
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
側
は
「
最
大
で
も
三
九

時
間
」
を
求
め
て
い
る
。 

  

金
属
産
業
の
動
向 

　
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
は
、
現
在
す
べ
て
の

地
区
で
賃
上
げ
五
％
要
求
を
掲
げ
て

い
る
。
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ

ル
ク
州
地
区
で
は
、
使
用
者
団
体
が

他
地
区
よ
り
早
く
賃
金
協
約
を
破
棄

し
た
た
め
に
、
平
和
維
持
義
務
（
労

働
協
約
の
両
当
事
者
が
労
働
争
議
を

行
わ
ず
交
渉
に
よ
る
解
決
の
努
力
を

義
務
づ
け
ら
れ
る
）
の
期
間
が
終
了

し
、
三
月
一
日
に
は
ダ
イ
ム
ラ
ー
、

ポ
ル
シ
ェ
、
ボ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
従
業 
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員
を
含
む
約
一
万
人
が
参
加
し
て
警

告
ス
ト
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
段
階
で

は
、
経
営
側
は
一
％
強
の
賃
上
げ
余

地
の
み
が
あ
る
と
し
て
お
り
、
組
合

側
要
求
と
の
隔
た
り
は
大
き
い
。 

　
他
地
区
の
平
和
維
持
義
務
期
間
は

三
月
二
九
日
ま
で
に
切
れ
る
。
ノ
ル

ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン

州
で
は
、
ス
ト
権
投
票
を
行
っ
て
使

用
者
側
へ
の
圧
力
を
強
め
て
い
る
。

三
月
中
に
も
警
告
ス
ト
が
実
施
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
組
合
側
は
賃
上

げ
要
求
に
加
え
て
、
企
業
に
対
し
て

「
製
品
お
よ
び
生
産
プ
ロ
セ
ス
に
お

け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
義
務
づ

け
、
企
業
は
そ
れ
に
従
っ
て
従
業
員

の
職
業
資
格
取
得
の
要
求
を
満
た
す

べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
し

使
用
者
側
は
こ
の
要
求
に
対
し
て
は

否
定
的
だ
。 

（
国
際
研
究
部
・
主
任
調
査
員
　 

吉
田
和
央
）  

 

イ
ギ
リ
ス 

教
育
改
革
法
案
が
通
過
〜
教

育
格
差
の
是
正
を
め
ざ
す 

  

二
〇
〇
六
年
三
月
、
教
育
改
革
関

連
法
案
が
最
大
野
党
保
守
党
の
賛
成

を
得
て
可
決
さ
れ
た
。
ブ
レ
ア
労
働

党
政
権
は
一
九
九
八
年
の
発
足
以
降
、

教
育
改
革
を
最
重
点
政
策
課
題
と
し

て
き
た
。
今
回
の
改
革
法
案
は
〇
五

年
一
〇
月
に
教
育
技
能
省
が
発
行
し

た
教
育
白
書
『
学
力
水
準
の
向
上
と

よ
り
良
い
学
校
を
す
べ
て
の
人
に
』

の
方
針
を
基
本
的
に
踏
襲
し
た
も
の
。

特
に
国
際
競
争
力
の
基
礎
と
な
る
義

務
教
育
の
再
編
に
主
眼
を
お
い
て
お

り
、
官
設
民
営
方
式
で
運
営
さ
れ
る

「
委
託
学
校
（
ト
ラ
ス
ト
・
ス
ク
ー

ル
）
」
の
創
設
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。 

  
義
務
教
育
の
基
礎
学
力
低
下
が
課

題 

　
英
国
に
お
け
る
義
務
教
育
は
五
歳

か
ら
一
六
歳
ま
で
の
一
一
年
間
。
う

ち
五
〜
一
一
歳
の
初
等
教
育
と
一
一

〜
一
六
歳
の
中
等
教
育
に
区
分
さ
れ

て
い
る
。
英
国
は
義
務
教
育
後
の
進

学
率
が
他
の
先
進
国
と
比
較
し
て
低

い
。
『
英
国
の
技
能（Skills in the 

U
K
: The long-term

 challenge

）』

（
注
１
）
に
よ
れ
ば
、
英
国
成
人
の

約
三
分
の
一
が
卒
業
の
た
め
の
資
格

（
注
２
）
を
も
た
ず
、
六
人
に
一
人

は
初
等
教
育
で
習
得
す
べ
き
読
み
書

き
の
能
力
に
欠
け
る
な
ど
、
義
務
教

育
に
お
け
る
基
礎
学
力
の
低
下
の
問

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

　
基
礎
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
若
者
は
定
職
に
就
け
ず
、

失
業
を
繰
り
返
す
傾
向
が
あ
る
。
こ

の
た
め
、
義
務
教
育
期
間
に
い
か
に

基
礎
的
な
学
力
や
技
能
を
修
得
さ
せ

る
か
が
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

  

地
域
、
学
校
間
の
格
差
も
問
題
に 

　
義
務
教
育
を
行
な
う
公
立
学
校
は

わ
が
国
同
様
、
地
方
自
治
体
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
、
全
国
統
一
の
学
習
指

導
要
領
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
）
に
基
づ
く
教
育
を
行
な
っ
て

い
る（
注
３
）。
学
習
到
達
目
標
へ
の

達
成
状
況
を
測
る
た
め
に
「
全
国
テ

ス
ト
」
が
実
施
さ
れ
、
テ
ス
ト
の
結

果
は
学
校
ご
と
に
毎
年
公
表
さ
れ
る
。 

　
ま
た
、
教
育
技
能
省
か
ら
独
立
し

国
会
に
対
し
て
直
接
責
任
を
負
う
「
教

育
水
準
監
査
院
（
Ｏ
Ｆ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｄ
）
」

が
す
べ
て
の
学
校
を
定
期
的
に
監
査

し
、
結
果
を
公
表
し
て
い
る
。
こ
の

監
査
は
各
校
を
格
づ
け
す
る
こ
と
が

目
的
で
は
な
く
、
学
校
教
育
の
現
実

を
把
握
し
、
現
実
に
あ
っ
た
学
校
経

営
計
画
を
立
て
る
た
め
の
、
改
善
に

つ
な
が
る
評
価
機
能
の
開
発
で
あ
る

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

地
域
間
、
学
校
間
の
格
差
と
い
う
問

題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。 

  

公
立
校
に
官
設
民
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
導
入 

　
今
回
、
政
府
が
改
革
案
に
盛
り
込

ん
だ
委
託
学
校
は
、
公
立
校
に
お
け

る
教
育
の
質
が
低
迷
し
て
い
る
状
況

の
改
善
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
、
費
用

は
公
費
で
ま
か
な
う
が
、
運
営
は
民

間
に
委
ね
る
と
い
う
「
官
設
民
営
」

方
式
で
運
営
さ
れ
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
設
定
も
私
立
校
同
様
一
定
の
裁

量
が
与
え
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。 

【
注
】 

１
．
政
府
の
委
託
を
受
け
て
リ
ー
チ

卿
が
行
な
っ
た
能
力
開
発
に
関
す

る
中
間
レ
ポ
ー
ト 

２
．
英
国
で
は
義
務
教
育
修
了
時
に

Ｇ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
と
よ
ば
れ
る
国
家
試
験

を
受
け
合
格
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
が
、
こ
の
試
験
を
受
け
ず
に

学
校
を
去
る
者
が
少
な
く
な
い
。 

３
．
一
九
八
八
年
教
育
改
革
法
の
制

定
に
伴
い
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
る
以
前
は
地

方
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
用
い
て
い
た
。 

（
国
際
研
究
部
　
淀
川
京
子
）  

 

Ｅ
　
　
Ｕ 

欧
州
グ
ロ
ー
バ
ル
化
調
整
基

金
の
創
設 

  

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
欧
州
委
員
会

は
三
月
一
日
、
年
間
五
億
ユ
ー
ロ
を

上
限
と
す
る
新
し
い
「
欧
州
グ
ロ
ー

バ
ル
化
調
整
基
金
（
Ｅ
Ｇ
Ｆ
）
」
の

創
設
を
発
表
し
た
。
Ｅ
Ｇ
Ｆ
は
、
世

界
貿
易
の
構
造
変
化
の
結
果
と
し
て

解
雇
さ
れ
た
労
働
者
に
対
し
、
Ｅ
Ｕ

が
加
盟
国
、
地
域
、
地
方
レ
ベ
ル
の

努
力
を
補
完
し
て
支
援
を
行
う
も
の

で
あ
る
。
支
援
策
に
は
、
求
職
支
援
、

個
人
に
あ
っ
た
再
訓
練
、
企
業
家
精

神
の
醸
成
、
自
営
業
の
支
援
な
ど
が

含
ま
れ
る
。
Ｅ
Ｇ
Ｆ
は
、
目
的
に
合

致
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
一
回
限

り
出
資
し
、
最
長
一
八
カ
月
間
継
続

さ
れ
る
。 

　
ま
た
、
五
〇
歳
以
上
の
労
働
者
に

対
す
る
補
助
的
賃
金
手
当
や
訓
練
参

加
者
の
た
め
の
手
当
の
よ
う
な
、
特

別
の
臨
時
的
な
「
就
労
手
当
」
を
支

給
す
る
。
こ
れ
は
、
中
小
企
業
を
含

む
、
多
国
籍
企
業
や
国
内
企
業
に
お

い
て
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
が
新
し
い

仕
事
を
見
つ
け
定
着
す
る
た
め
の
支

援
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

　
Ｅ
Ｕ
は
、
毎
年
三
万
五
〇
〇
〇
〜

五
万
人
の
労
働
者
が
基
金
を
利
用
で

き
る
よ
う
予
算
措
置
す
る
。
集
団
解

雇
が
発
表
さ
れ
た
会
社
の
下
請
け
企

業
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
雇
用
さ
れ
る

労
働
者
も
基
金
の
支
援
策
を
利
用
で

き
る
。
Ｅ
Ｇ
Ｆ
は
、
す
べ
て
の
加
盟

国
に
対
し
て
同
条
件
で
適
用
さ
れ
る
。

各
国
の
数
量
割
り
当
て
は
な
い
が
、

Ｅ
Ｇ
Ｆ
の
支
援
が
一
国
に
集
中
し
す

ぎ
な
い
よ
う
公
平
な
運
用
が
な
さ
れ
る
。 

【
出
所
】 

　
欧
州
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（
国
際
研
究
部
　
大
島
秀
之
） 




